


平成２８年４月１６日に発生した熊本地震により、西原村は震度７を記録し、道路や
橋梁を始め、学校も甚大な被害を受けました。



地震直後から、保健会のメンバーは村内数か所に設置されていた避難所や自宅を訪
ね、一人一人の児童、生徒の健康状態を把握するなどの支援活動を行いました。



具体的には、からだ、ご飯、眠り、心を表す「かごねこ」のキーワードを考案し、

子ども達の心身の健康状況を迅速かつ的確な把握に努めました。



支援の長期化とともに、教職員にも心的疲労がピークに達していました。そこで本

組織が中心となり、「自らを語ろう」の研修を実施し、職員の思いや辛さを共有する

心のケアに取り組み、絆を強め、元気を取り戻しました。



学校再開の日、各学校でも児童、生徒たちへの「心のケア～みんなで話そう～」を
実施しました。その結果、子どもたちは互いの思いを共有し、絆を深め、笑顔を取り
戻していきました。



また、「保護者から見た子供の心と体のアンケート」の実施や、カウンセラーによ
る保護者向け講話なども開催し、保護者への助言や個別のカウンセリング等の充実を
図りました。



現在も熊本地震の経験を活かし、心のケアに重点をおきながら、基本的な生活習慣
等について啓発等に取り組んでいます。
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西部小版DXとは、ICT活用を通して、校務改善や授業改善を推進するものです。ク
ラウドを活用する新しい取組であることを全職員が理解し、互いの協力と自立を重
視して取組を進めてきました。
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まず校務への積極的なICTの導入を行いました。ペーパーレス化やデータ共有によ
る校務のデジタル化、ICTを活用した校内研修での協議等、職員が日常的にICTを使
うことで慣れ親しみ、授業での活用に繋がるようにしました。

3



職員のICT活用のスキルアップに向け、定期的に放課後研修会や新しい情報の共有な
どを行い、クラウド活用法や機器の使い方などについて学び合いました。
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次に、ICTを活用し、授業改善に取り組みました。アプリを活用した情報収集や意
見交換、視覚的な表現活動、クラウドを活用した協働学習、学習内容の定着を図る
デジタルドリルの活用等、個別な学びと協働的な学びの一体的な推進による新しい
学びの実現をめざしています。
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さらにコロナ禍でのハイブリッド型の授業実践の経験を生かし、オンラインを活用
した集会の実施や情報発信・共有にも取り組んでいます。教科の授業以外にも、特
別活動や家庭学習等、すべての教育活動においてICTを活用した取組を行っています。
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ICT活用スキルの向上を図るため、タイピング検定等の取組を進めています。

7



これら西部小版DXの取組により、学力の確実な向上に加え、子ども、先生、そし
て家庭・地域を繋ぐ大きな役割を果たしています。
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卒業後の進路先で苦労する生徒が多いという課題があることから、「たくましく生き
抜く力の育成」という方針を掲げ、３つの取組を進めています。



１つ目は、主権者教育です。令和元年度に租税教育実践校の研究指定を受け、租税教育を
中核においた主権者教育に取り組んでいます。生徒は、関係団体と連携し、主体的に村の
行事等に参画することで、表現力や地域の未来を考える想像力の育成が図られました。



２つ目は、ＮＩＥ講座や生徒新聞の作成などを通して、生徒が、地域や社会の中で
課題を見つけ、解決のために主体的に行動する力や、他者の考えや意見を聞くことで
多様な価値観を認めることを目指しました。



３つ目は、村の伝統的な農法である焼畑を体験することにより、村の歴史や伝統文
化に触れる機会とするとともに、自然や歴史の多様性を感じることで、多面的・多角
的な見方・考え方ができるようになることを目指しました。



この３つの取組を行うことで、今、生徒には、主体性や表現力、多様性や想像力が
高まったと考えられます。



今後も、へき地・小規模校の特色を生かしながら、たくましく生き抜く力を身に付
けた生徒の育成に引き続き取り組んで参ります。





これまで県教育委員会や天草市教育委員会の研究指定校として、学力向上に取り組んでき
ました。ここでは、令和４年度の取組についてご説明します。学校の教育目標である「夢や
目標に向かって自ら動こうとする児童を育成」するため、２つの視点を設定し、３つの部会
で取組を進めました。



まず視点１についてです。授業改善部会では、実態調査や実践の課題分析をもとに、
ＰＤＣＡサイクルで改善し、共通理解・共通実践につなげます。



実践の評価・分析部会では、普段の授業で特に「実現したい学びの姿」を児童と共

有すること、ICT活用のねらいを明確にすることに取り組んでいます。



ICTスキルアップ部会では、児童の技能向上を目的に「タイピングタイム」を設け、
児童が自らの成長を実感できるように取り組んでいます。



視点２についてです。全校的な取組として、「学級力向上プロジェクト」の時間を設定しま
した。課題について話し合う場を設定することで、児童一人一人が解決しようとする態度を
育成しています。また、教員の自主研修では、「自らの資質や能力を高めたい」と意欲的に
取り組む姿勢が見られます。



昨年度、天草市教育委員会から「学力充実研究推進校」の指定を受け、１１月に研
究発表会を行いました。その際、ご覧のような高い評価をいただきました。



また、本年度の全国学力・学習状況調査でも、取組を進めてきた８年間の積み重ね
などにより、良好な成績を収めることができたと考えています。





情報モラル教育の一環として、「スマホダイエット」という取組を行っています。
定期考査の前に、生徒会の風紀委員を中心に、保健委員や図書委員が放送や資料提示
などを通して、スマホの適正利用について呼びかけるもので、取組の直後にアンケー
ト調査を実施し、その後の取組に生かしています。



スマホ通信「スマホ考」は、生徒と保護者に向け、スマホ使用の影の部分について、
最新の話題などを掲載し、適切な利用について考えてもらうことを目的に発行してい
ます。



デジタルシチズンシップ教育は、スマホを賢く使用して、これからの情報化社会を豊
かに生きるためのスキルを身に付けさせることを目的としています。昨年度は、県外
大学教員による、危険なサイトの見抜き方や、情報の真偽判定のノウハウについてオ
ンライン授業を実施しました。



学校全体で端末を様々な教科の授業で利用するとともに、家庭においても、学習や連
絡など、文具としても活用しています。学校では、端末を利用した個別最適な学びと
協働的な学びの充実に向けて、研究企画兼情報管理部を中心に取り組みを進めていま
す。



最後に、校務のICT化について御説明します。自動採点システムの導入、連絡事項の
情報化などに取り組みました。それら収集したデータから、生徒一人ひとりのカルテ
を作成し、学習指導、生活指導、三者面談等に生かしています。校務の情報化で得ら
れたデータや時間を、生徒のために活用出来るよう、更なる取り組みを進めていきま
す。


